
― 12 ―

�����������
かつて当室を利用していた相談者から近況

のご連絡をいただくことがあります｡ 新たな

問題が起きたのでまた相談したい､ というこ

ともありますが､ 純粋なご報告という場合も

あります｡

子どもさんが学校に行けずに悩んでいた保

護者から､ 進学したとか､ 新しい目標を見つ

けてがんばっている､ とお聞きすると､ やは

り嬉しくなるものです｡

家庭の問題についての相談を受けてきた方

から､ 実はパートナーが浮気していたことが

後でわかった､ というご報告を受けたことも

ありました｡ 相談者は憤りを感じるなかで当

室のことを思いだして電話してくれたようで

したが､ お聴きしているわたし自身が驚い

て､ 思わず ｢慰謝料は請求しないのですか?!｣

と言ってしまい､ 後で反省しました｡

ご相談が継続しているときには､ 相談者と

の距離や対応について緊張感がありますが､

いったん終了していると､ なつかしさもあっ

て気持ちが緩んでしまうのかもしれません｡

気をつけなければならないと思います｡

似たようなことは､ 相談が長期にわたって

いる場合にもいえるようです｡ 相談者のこと

や事情をよくわかっているつもりになると､

知らず知らずのうちに思いこみや先入観に支

配されたり､ 情緒的な関係が生まれそうにな

ります｡ 当室の相談員となってそろそろ丸十

年｡ 基本に立ち返る必要性を感じる今日この

頃です｡

(家庭児童相談室 相談員 砂川真澄)

■古紙再生率100％の再生紙を利用しています｡
■揮発性有機化合物発生の抑止と紙のリサイクル性に優れた ｢大豆インキ｣を使用しています｡
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